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平成２１年度高鍋町事務事業評価表

◎事務事業の概要
事務事業名 地球温暖化対策 開始年度 平成１８年度

担当課（局） 政策推進課 担当係 総合政策係

基 本 目 標 快適でうるおいのある生活文化環境の整備

21年度予算 0

記入者 橋本　由香 評価者 森　弘道

人

事業の実施方法

20年度人件費 359 千円 21年度人件費 364 千円 事業従事者数

20年度決算 0

事業の目的 高鍋町が事業者として排出する温室効果ガス排出量を把握し、地球温暖化対策の推進を図る

事業の内容 高鍋町の各施設が消費する電気、ガス、灯油、重油の量から、温室効果ガスの排出量を把握

0.05 人

◎事務事業の目的・内容

0.05

◎成果指標と活動指標

成果指標

成果指標名 何を狙い、どのような成果が得られたのか

温室効果ガス排出量 年間の電気、ガス、燃料等使用量を把握することにより、節約意識の向上と地球温暖化防止を図る。

活動指標

活動指標名 どれほどの活動をしたのか、事業の手法、手順等を詳細に

排出量調査 各施設の電気、ガス、燃料等使用量のチャック月報を毎月提出させ、集計を行った。

◎達成状況
指標名 単位 １９年度 ２０年度 ２１年度標 度 度 度

成
果
指
標

温室効果ガス排出量

目標値
kg-CO2

0

目標値

2,099,957.0 2,099,957 2,099,957
実績値 2,356,938.7
達成率 ％ 112.2% 0.0%

0

目標値
実績値
達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!

実績値
達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!

活
動
指
標

排出量調査

目標値
施設

22 22

目標値

22

実績値 22 22

達成率 ％ 100.0% 100.0%

実績値
達成率 ％ #DIV/0!

達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0!

0

目標値

◎事務事業の評価

妥　当　性
（必要性）

◎目的からして町が行うべきか
◎同様の事業を他課・他団体で行って
いないか
◎事業廃止による影響があるのか

地球温暖化対策は今や世界的課題であり、地球温暖化対策の推進に関する法律にて
地方公共団体の実行計画等が規定されている点からも、町が行うべき事業である。
平成１８年度からの５ヵ年の期間にて１事業所としての取り組みを実施している。今後は
町民への啓発活動に取り組んでいく必要がある。

実績値

有　効　性
◎目標に対して成果は得られているか
◎成果向上のための改善余地がある
か

年間の電気、ガス、燃料等使用量を数値的に把握することにより、節約意識向上、経費
節減及び地球温暖化防止を図る

効　率　性
◎活動量の効果は上がっているか
◎経費や時間の削減余地があるか

数値的に見ると、目標達成は困難であるが、急速な変化を求めるものではない。地道な
積み重ねと職員の意識改革のためにも重要である。

協　働　性
◎町民との協働の可能性があるか（ボ
ランティア・ＮＰＯ等）

事業所としての取り組みにより、協働性は期待できない。



事務事業名 地球温暖化対策 担当課（局） 政策推進課

◎総合評価（今後の方向性を含む）

総
　
合
　
評
　
価

◎担当者の方針に対する評価
者としての所見
◎統括者として、どのように事
業を進めるべきと考えている
か、等

町施設での取り組みは成果目標をクリアしているので、事業
の目的は達成できていると考える。今後は、環境にやさしい
自動車、家電類の需要拡大を図るこが必要であるが、町独
自での施策は難しく、学校等で太陽光発電など補助制度を
利用した事業の取組を検討してもらいたい。

今後の方向性

　
事
業
の
方
向
性

拡充 ○

現状維持

廃止

縮小

拡充

コ　ス　ト

廃止 縮小 現状維持

事務事業評価委員会
評　価　欄

事　業 拡充

◎グリーンニューディール政策等に積極的に取り組み、改善を図ってもらいたい。

コスト 現状維持


